
☑

☑

☐

☐ 環境

☑

☐

☐

☐

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☑

☐

☑

☐

☐

☐

☐

☑

更新
事業者名 株式会社　ふく成

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

ふく成は「こどもたちの未来に食をつなぐ」という企業理念に基づき、SDGs達成に向けて環境保護と持続可
能性を最優先に考え、業界内での模範となる企業を目指す。また持続可能な水産資源を守れるよう現状を理
解し、環境に配慮したリーダー企業として海を取り巻く問題の解決に取り組んでいく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

経済

食品ロスの削減 年間5.5t廃棄処分していた真鯛の骨を商品化。

魚の加工商品の開発
「家族が喜ぶ愛情おかず」をコンセプトに家庭で簡単に調理できる
商品や、健康志向の高い消費者や子ども達に喜んで食べてもらえ

るような魚の加工商品Firesh®︎ Tableの開発。

・新商品の開発
2023年 0アイテム
→2026年 4アイテム

社会

経済

環境
・女性従業員の割合
2023年45％（年齢層30代～70
代）
→2026年60%（年齢層20代～70
代）

環境 ・真鯛の骨の廃棄量削減
2023年5.5t→　2026年3.85t
（2023年比30%削減）

社会

経済

社会 ジェンダー平等の実現

食品ロスの削減目標を設
定したことで新たな商品
化や地域社会との連携で
有効活用に繋がっていま
す。

社会

経済

レストランチェーンとの提携により、ふく成の養殖魚を使ったオリジナルメニューを開発し、飲食店での取り扱いを拡大し
ていく。
提携レストランでの試食イベントや料理教室を開催し、ブランドの魅力を直接消費者に伝えていく。
また、水産業の更なる発展を目指し、関係機関と連携を取りながら活性化を図る取り組みを行っていく。

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等
も記載してください。

・食品ロスの削減
新たな商品化や地域社会との連携で有効活用に繋
がり、目標を達成した。

・サステナブルな包装材を使用
段ボールを使用することで、石油由来原料の大幅な
削減に繋がり、目標を達成できた。

活魚輸送の包装資材をリ
サイクル可能な段ボール
使用を推奨し、石油由来
原料を約96%削減して
います。

段ボールの使用で更なる
リサイクル促進することに
よって環境への負荷を低
減しています。

社会

経済

環境

環境

・あらゆる人材の採用の実施
女性を管理職に登用するなど、目標を達成できた。

性別、年齢、障がい、国
籍、出自など関係なく採
用し、活躍できる環境を
整えます。

女性が管理職に就く等男
女問わず活躍出来る環境
が出来ており組織内の活
性化に結び付いていま
す。

社会

経済

環境 特殊冷凍機（firesh）を
使用し、子ども食堂など
の地域社会との連携で食
品ロスの削減を実現しま
す。


